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～生徒のメッセージカードより～

全校生徒はもちろん、保護者や地域の皆様にも協力をいただきながら活動を進めてきた「福島ひまわり里親

プロジェクト2015」も、いよいよ最終段階を迎えました。今月下旬、本校のＪＲＣ担当職員が福島県の中学

校を訪問し、採取したひまわりの種と生徒の皆さんが作成したメッセージカードを届けてきます。当初は郵送

する予定でしたが、皆さんの思いを直接、福島の皆さんに届けたいという願いが叶い、双方の予定を調整した

結果、今月訪問することに決まりました。

今、ＪＲＣ委員会では、福島訪問に向けての種の選別が終了し、メッセージカードの点検

を急ピッチで進めています。また、東日本大震災から５年になる今年、被災地の現状や原発

問題に改めて関心を持ってもらおうと来週ＪＲＣ集会を予定しており、その際使用するスラ

イドの作成も同時進行で行っています。

清水の思いがたくさんつまったひまわりの種が福島で元気な花を咲かせ、福島の皆さんに

笑顔と幸せをもたらすように祈りながら、福島の皆さんとの交流を行ってきたいと思います。

新入生説明会でＪＲＣ活動について紹介しました。

２月３日（水）に行われた新入生説明会において、生徒会活動の紹
介とともに、清水中学校の特色ある教育活動の一つであるＪＲＣ活動
についても紹介しました 「気づき、考え、実行する」というＪＲＣ。
の態度目標を基盤として取り組んでいる「プルタブ、ペットボトルの
回収 「今日のいいね！活動 「Ｖ.Ｓ活動 「福島ひまわりプロジェク」 」 」
ト」の活動内容について、小学６年生とその保護者の方々を前にスラ
イドを使って説明しました。新委員長の土方さんと副委員長の大石さ
んにとっては初めての大舞台となりましたが、堂々とした態度で大変
わかりやすい説明になったと思います。

４月に入学する新入生がＪＲＣ活動に興味を持って、さまざまな活
動に積極的に参加してくれることを今から楽しみにしています。

ＪＲＣ委員長の説明を熱心に聞く小学６年生

今年度最後のプルタブ、ペットボトルキャップの回収が
終了しました。皆様のご協力ありがとうございました。

先日、今年度最後のプルタブ、ペットボトルキャップの回収が終了しました。今回の回収量は、プルタブが
プルタブ７,５００ｇ、ペットボトルキャップが３１,８５１ｇでした。そして、今年度１年間の合計回収量は、

が３１,３３０ｇ（１個約0.5ｇなので個数にして６２,６６０個 、ペットボトルキャップが１５９,５１０ｇ（１）
という結果でした。年間の回収量が個約2.5ｇなので個数にして６３,８０４個＝ポリオワクチン約８０人分）

多かった上位３位までのクラスは以下のとおりです。次の生徒集会で、感謝状を贈ります。皆様のご協力に心
より感謝いたします。ありがとうございました。

なお、今後のＪＲＣ委員会の予定として、２月１５日（月）に小学校からのプルタブ贈呈式が行われます。
プルタブは小学校から贈られた分と一緒に３月２日（水）に社会福祉協議会へ、ペットボトルキャップは３月
４日（金）にイオンへ寄贈予定です。

プルタブ ペットボトルキャップ
学年組 年間回収量 学年組 年間回収量

（ ） （ ）第１位 ３年３組 １３,０４０ｇ ２６,０８０個 ３年３組 ４６,３１０ｇ １８,５２４個

（ ） （ ）第２位 １年３組 ４,４８０ｇ ８,９６０個 ３年１組 １４,９２０ｇ ５,９６８個

（ ） （ ）第３位 １年２組 ２,３６０ｇ ４,７２０個 ２年３組 １３,４８０ｇ ５,３９２個


